
中播磨新地域ビジョン（案）の概要 
 

 

【策定趣旨】 

兵庫の目指す将来像を示す｢21 世紀兵庫長期ビジョ

ン｣の策定(2001 年策定、2011 年改訂)から 20年近い時

が経ち、社会が大きく変化していることから、現行ビジ

ョンに代わる新しい将来ビジョンを策定 

【展望年次】2050 年（一世代後の概ね 30 年後） 

○本格的な人口減少（総人口の減少、人口の偏在化） 

○超高齢化（2050 年には 3人に 1人が 65 歳以上） 

○気候変動（地球温暖化の進行、風水害の激甚化等） 

○テクノロジーの進化（AI、IoT、ビッグデータ等） 

○人生 100 年時代の到来（働き方の多様化、脱定年等） 

○コロナ禍による地方回帰の兆し（若者の地方志向等） 

【全般】 

・中途半端な都会（平均的な地域、都会への憧れ） 

・都市部と農村部の格差が拡大 
 
【観光交流】 

・兵庫県で唯一の世界遺産「姫路城」 

・播州秋祭り（世代を超えた繋がりの場） 

・コロナ禍で豊かな自然環境が地域資源に 

・地方回帰に伴う空き家の利活用ニーズの高まり 

・姫路城だけの通過型観光（姫路城＋αが必要） 

・観光地へのアクセス問題（2 次交通問題が課題） 

・農村部では人口減少による過疎化が進行 

・地域コミュニティが疲弊（繋がりの希薄化、担い手不足） 
 
【産業】 

・ものづくり産業が盛ん(第二次産業のウエイトが高い) 

・人材不足・後継者不足（中小企業、第一次産業等） 

・耕作放棄地問題（農地の持つ多面的機能に支障） 

・環境変化により魚の量が減少 

・外国人労働力の活用 

・働き方改革への対応（多様な働き方の推進等） 

・先端技術（AI、IoT 等）への対応・導入 
 
【暮らし】 

・医療・介護・福祉分野の人材不足 

・高齢者の一人世帯の増加 

・認知症患者の増加（2025 年には高齢者の 5人に 1人) 

・児童生徒数の減少と学校の小規模化 

・学歴・偏差値重視の教育（個性が尊重されない） 

・防災意識が低い（災害が少ないという過信） 

元気な中播磨地域づくりに取り組む基本姿勢（スローガン） 

中播磨地域のめざすべき将来像（2050 年の姿） 

［現行：４つの夢］ 

めざすべき将来像の実現に向けて取り組むべき方向性 

［現行：16 の目標像］ 

１ 策定趣旨等 

３ 中播磨地域の現状・課題 

２ 時代の潮流・背景 

４ 基本姿勢 

５ めざすべき中播磨の姿（将来像） ６ 将来像を実現するための取組の方向性 
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